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令和3年4月の報酬改定に伴う「介護給付費算定に係る体制等に関する届出」

の留意事項（（介護予防）訪問入浴介護）

○ 本県が所管する介護保険施設・事業所について、令和３年４月１日から算定を開始する加算

等に係る「介護給付費算定に係る体制等に関する届出書」等の提出期限を、特例的に令和３年

４月１５日（木）とする取扱いとします。

○ 届出に添付する書類は、体制を変更する加算等についてのみ必要です。

○ 認知症専門ケア加算については、新たに創設された加算であることから、算定する全ての事

業所が届出を行ってください。

なお、届出の際には認知症専門ケア加算に関する確認書（参考様式13）及び人員要件であ

る認知症ケアに関する専門研修を修了した者の修了証の写しを添付してください。

○ 加算等の算定内容に変更がなく、「LIFEへの登録」が「なし」の場合、届出の必要はありま

せん。届出がない場合、「LIFEへの登録」は「なし」として処理します。

（１）（介護予防）訪問入浴介護

提出書類 書類提出前の自主確認事項

介護給付費算定に係 ・法人等の所在地・名称、代表者の職・氏名の記入があるか。

る体制等に関する届 ・『届出者』欄は、開設法人の名称・所在地、代表者の職・氏名・住所等を

出書 登記事項証明書のとおり記載しているか。

（共通） ・『事業所』欄は、届出する事業所の名称、所在地、管理者の氏名・住所等

を「指定許可（更新）申請書」付表１のとおり記載しているか。

・フリガナ、郵便番号、電話・FAX番号等に記入漏れがないか。

・「実施事業」欄は、「訪問入浴介護」、「介護予防訪問入浴介護」に○を

付しているか。

※「実施事業」欄は、実施する項目にのみ○を付しているか。

・「指定（許可）年月日」の記入があるか。

・「異動等の区分」欄は、該当項目に○を付しているか。

・「異動（予定）年月日」欄は、各月１５日までに提出する場合は 翌月１

日と、各月１６日以降に提出する場合は翌々月１日と記入されているか。

・「介護保険事業所番号」は正しく記入されているか。

・変更の場合、「異動項目」欄及び「特記事項」の「変更後」欄に 変更内

容を具体的に記入しているか。

※例えば、「○○○体制を追加。」等と記入。

介護給付費算定に ・「記入担当者氏名」の記入があるか。

係る体制等状況一覧 ・「事業所番号」は正しく記入されているか。

表(別紙1-1) ・「事業所名」欄に誤って法人名等が記入されていないか。

（共通） ・「記入担当者電話番号」、「異動区分」、「事業所電話番号」の各欄に記

入漏れがないか。

適用開始年月日 ・「体制等に関する届出書」の「異動(予定)年月日」欄と同じ日付が記入さ

れているか。

※各月１５日までに提出する場合は翌月１日と、各月１６日以降に提出す

る場合は翌々月１日と記入。
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提出書類 書類提出前の自主確認事項

中山間地域等におけ ・中山間地域等における小規模事業所加算に関する届出書（別紙２）

る小規模事業所加算 ・中山間地域等に事業所が所在する場合は､（地域に関する状況）の「2.該

当」に○を付しているか。

・中山間地域等に事業所が所在し､かつ、小規模事業所に該当する場合は、

（規模に関する状況）の「2.該当」に○を付しているか。

※訪問入浴介護は、１月当たりの平均延訪問回数が２０回以下で

あること。

※介護予防訪問入浴介護は、１月当たりの平均延訪問回数が５回

以下であること。

認知症専門ケア加算 ・「１ なし」、「２ 加算Ⅰ」、「３ 加算Ⅱ」のいずれかに○を付してい

るか。

・認知症専門ケア加算に関する確認書（参考様式１３）

・認知症ケアに関する専門研修を修了した者の修了証の写し

サービス提供体制 ・サービス提供体制強化加算に関する届出書（（介護予防）訪問入

強化加算 浴介護事業所）（別紙１２）

※届出する加算の要件を全て満たしているか。

新たに｢割引｣を行う ・指定居宅サービス事業所等による介護給付費の割引に係る 割引率の設定

場合又は既に届け出 について（別紙５）

ている｢割引｣の率、 ・割引について具体的に記載された運営規程

適用条件を変更する

場合

介護職員処遇改善加 ・「1 なし」､「6 加算Ⅰ」､「5 加算Ⅱ」､「2 加算Ⅲ」､「3 加算Ⅳ」､

算 「4 加算Ⅴ」のいずれかに○印

※「介護給付費算定に係る体制等に関する届出」とは別に、介護職員処遇

改善加算届出書や変更届出書が必要（提出期限に注意！）

※各事業年度における最終の加算の支払があった月の翌々月末日まで

に、実績報告が必要

介護職員等特定処遇 ・「1 なし」、「2 加算Ⅰ」、「3 加算Ⅱ」のいずれかに○印

改善加算 ※「介護給付費算定に係る体制等に関する届出」とは別に、介護職員等特

定処遇改善計画書等の提出が必要（提出期限に注意！）

※各事業年度における最終の加算の支払があった月の翌々月末日まで

に、実績報告が必要
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基本錫分

1イ紡問入浴介1l費

I立

� 
I 

i 
!aaか-e:.提供
· 体鯛強化加算

L J 「糟別虹簡l!II入浴介纏加算」、「中山膚嬉填疇I字けi><O鰻榎●●所加算」、「中山間地填等I項住する書へのサ一占提供加算」、「サ�擾供体鯛彊化加算J. 「介霞職員処ill改書加算」及び[jtft員疇糟定処遇改書加算」は友鎗隕崖●管理の封彙外の算定項目

— • ,o IV 4 3 31 • ロ

［脚注］
,. 単位数算定記号の説明

+00単位 ⇒ 所定単位数 十 00単位
-00単位 ⇒ 所定単位数— 00単位
x00/100 ⇒ 所定単位数 X 00/100 
+00/100 ⇒ 所定単位数 十所定単位数x00/100

 
16



I 指定介護予防サービス介護給付費単位数の算定構造

1 介護予防訪問入浴介護費

基本部分

イ介護予防訪問入浴介護費 (1回につき鈷泣単位）

,� (1月につぎ+200単位）1

(1)認知症専門ケア加算(I)

ハ認知症専門ケア加算
(1日につき十3単付）

(2)認知症専門ケア加算(II)
(1日につき十4単付）

.------------------------------r-------------------------------------------------------, 
, : (1)サービス提供体制強化加算(I)

I 

(1回につき十44単位） ！ , �------------------------------------------------------―’ 

仁サービス提供体制強化 ! (2.)サービス提供体制強化加算ill
I 加算 ! (1回につき+36単位） ！ I"'—-----------------------------------------------------―’

, !CJ) サービス提供体制強化加算旦!U ! 

注
介護職員万人が
行った場合

x95/100 

注
全身入浴万ゞ困難
で、清拭又は部分
浴を実施した場合

X 90/100 

,-------------------.. ,·-------------------., ,-------------------- ,-------------------.. 
i 注 : : 注 : : 注 : : 注 iIー―_________________,. ,, ____________________ , ← ------------------• ,--------------------+ 

i事業所と同 一 建物: : 特別地域介護予防: : 中山間地域等にお: : 中山間地域等に居
I の利用者又はこれ! ! 訪問入浴介護加算! ! ける小規模事業所 ! ! 住する者へのサー

i以外の同 一 建物 の: : : : 加算 : : ビス提供加算
i利用者20人以上に: : 
I サービスを行う場合! ! 
1-------------―--—. ··-----------――-」 L―---------―--· ·-------------------� 

亭業所と同 一建物の利用者
又はこれ以外の同 一建物の
利用者20人以上にサービス

を行う場合
x90/100 

亭業所と同 一建物の利用者
＇の利用者50人以上にサービ＇
！ スを行う場合 ！ 
: X85/1QQ I 
, i ’ ’·-------------------" 

+15/100 +10/100 +5/100

(1回につき十L単位） I 
ここここここここここここここここここここここここここここ：：：こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここ：

! (1)介護職員処遇改善加算(I) ! 注

: (1月につき＋所定単位X58/1000) , : ［定単位は、イから三までにより算定した単位数の合計�--―------------------------------------------------―1 
: (2)介護職員処遇改善加算(II)
: (1月につき＋所定単位X42/1000) ! 『·------------------------------------------------------―’
I 3 , ( )介護職員処遇改善加算（皿）

迩介護職員処遇改善加算
(1月につき＋所定単位X23/1000) ! 

.. -------------------------------------------------------· 
! (4)介護職員処遇改善加算(IV)
! (1月につき(3)の90/100) ! '-—------------------------------------------------------t 
! (5)介護職員処遇改善加算(V) ! 

(1月につき(3)の80/100) ! 
:：：：：：：：：：：::：：::::：::::：:：：：二：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：

: :en 介護職員等特定処遇改善加算(I) : 注

!� 介護職員等特定処遇 L c1月につき＋所定単位X21/1000): 
: |所定単位は、イから二でにより算定した単位数の合計

I 改善加算
-------------------------------------------------------』： (2)介護職員等特定処遇改善加算(II)

: (1月につき＋所定単位X15/1000) :-----------------------------!..-------------------------------------------------------'
’―-----------冒

: : : 「 介護職員処遇改善加算」及び「特別地域介護予防訪問入浴介護加算」、 「 中山間地域等における小規模事業所加算」、 「 中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算」、
’—-----------』 「 サービス提供体制強化加算」、 「 介護職員等特定処遇改善加算」は、支給限度額管理の対象外の算定項目

「 ―と百 ー のI はこじ の百 ー のI 20じ上に ービス;- - BA E3 ムは ，、 ‘ の r'-, の、 吾ウ沿 Iの ← 
-:- 華 = ' 華 IV び華 一 、 華 vについては A 4 3 31 で r'-, ロ ム

•:• A 3 9 30 、の 日 （ き 三口 ；ハ告のについ ― 寸の の ーに ‘’

［脚即
． 単付 定記号の説明

�§�!f ss�iiill i� 且!f9巌xQQ/100

 
17



 
18



 
19



の
一

部
を
次
の

表
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一

条

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
七

十
三

号

介
護
保
険
法
（
平
成
九

年
法
律
第
百
二

十
三

号）

算
定
に
関
す
る
基
準
等
の
一

部
を
改
正

す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

厚
生
労
働
大
臣

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

に
要
す
る
費
用
の

額
の

算
定
に
関
す
る
基
準
等
の
一

部
を
改
正

す
る
告
示

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

に
要
す
る
費
用
の

額
の

算
定
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
）

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

に
要
す
る
費
用
の

額
の

算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二

年
厚
生
省
告
示
第
十
九

号）

令
和
三

年
三
月
十
五
日

田
村

憲
久

の

規
定
に
基
づ

き
、

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

に
要
す
る
費
用
の

額
の
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第
十
六

条

の
一

部
を
次
の

表
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
要
す
る
費
用
の

額
の

算
定
に
関
す
る
基
準
の
一

部
改
正
）

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
要
す
る
費
用
の

額
の

算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八

年
厚
生
労
働
省
告
示

第
百
二

十
七

号）
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の

よ

う
に

改
正

す
る
。

第
二

十
八

条

厚
生

労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
（
平
成
二

十
七

年
厚
生

労
働
省
告
示

第
九

十
五

号
）

（
厚
生

労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
の
一

部
改
正
）

の
一

部
を

次
の

表
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一
・
ニ

（
略）

三

訪
問
介
護
費
に
お
け
る
特
定
事
業
所
加
算
の
基
準

イ
S
二

（
略）

吋

特
定
事
業
所
加
算
閏

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
こ

と

イ
の
山
か
ら
④
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
こ
と

|
 |

 

叫

指
定
訪
間
介
護
事
業
所
の
訪
問
介
護
員
等
の
総
数
の
う
ち、
勤
続
年

数
七
年
以
上
の
者
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
三
十
以
上
で
あ
る
こ
と。

三
の
二

訪
問
介
護
費、
訪
問
人
浴
介
護
費、
短
期
入
所
生
活
介
護
費、
短
期

|-
入
所
療
養
介
護
費
（
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
に
お
け
る
短
期
入
所
療
養

介
護
費
を
除
く。
）
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
費、
定
期
巡
回
・
随
時

対
応
型
訪
問
介
護
看
護
費、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
費、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
費、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
費、
地
域
密
着

型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
費、
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス、

介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス、
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
認
知
症
病
棟
を
有

す
る
病
院
に
お
け
る
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
除
く。
）
、
介
護
医
療
院

サ
ー
ビ
ス、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
費、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

費、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
に
お

け
る
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
除
く。
）
、
介
護
予
防
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
費
及
び
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
費
に
お

け
る
認
知
症
専
門
ケ
ア
加
算
の
基
準

|
 
イ

認
知
症
専
門
ケ
ア
加
算
（

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す

る
こ
と。

ば

事
業
所
又
は
施
設
に
お
け
る
利
用
者、
入
所
者
又
は
入
院
患
者
の
総

数
の
う
ち、
日
常
生
活
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
症
状
若
し
く
は

行
動
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
介
護
を
必
要
と
す
る
認
知
症
の
者
（
以

改

正

後

（
新
設）

一
・
ニ

（
略）

三

訪
問
介
護
費
に
お
け
る
特
定
事
業
所
加
算
の
基
準

イ
S
二

（
略）

（
新
設）

改

正

前

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分）
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と
い
う。
）

下
こ
の
号
に
お
い
て
「
対
象
者」

の
一

以
上
で
あ
る
こ
と。

凶

認
知
症
介
護
に
係
る
専
門
的
な
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
を、

対
象

者
の
数
が
二
十
人
未
満
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一

以
上、

当
該
対
象

者
の
数
が
二
十
人
以
上
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
一

に
当
該
対
象
者
の

数
が
十
九
を
超
え
て
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

を
加
え
て
得

た
数
以
上
配
置
し、

チ
ー
ム
と
し
て
専
門
的
な
認
知
症
ケ
ア
を
実
施
し

て
い
る
こ
と。

叫

当
該
事
業
所
又
は
施
設
の
従
業
者
に
対
す
る
認
知
症
ケ
ア
に
関
す
る

留
意
事
項
の
伝
達
又
は
技
術
的
指
導
に
係
る
会
議
を
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
こ
と。

ol

認
知
症
専
門
ケ
ア
加
算
巾

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す

る
こ
と。

川

イ
の
基
準
の
い
ず
れ
に
も
逝
合
す
る
こ
と。

閾

認
知
症
介
護
の
指
導
に
係
る
専
門
的
な
研
修
を
修
了
し
て
い
る
者
を

一

名
以
上
配
置
し、

事
業
所
又
は
施
設
全
体
の
認
知
症
ケ
ア
の
指
導
等

を
実
施
し
て
い
る
こ
と。

岡

当
該
事
業
所
又
は
施
設
に
お
け
る
介
護
職
員、

看
護
職
員
ご
と
の
認

知
症
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
計
画
を
作
成
し、

当
該
計
画
に
従
い
、

研
修

を
実
施
又
は
実
施
を
予
定
し
て
い
る
こ
と。

四

訪
問
介
護
費
に
お
け
る
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
基
準

イ

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
川

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合

す
る
こ
と。

田

（
略）

②

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
い
て、

田
の
賃
金
改
善
に
関
す
る
計
画

、

当
該
計
画
に
係
る
実
施
期
間
及
び
実
施
方
法
そ
の
他
の
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
の
計
画
等
を
記
載
し
た
介
護
職
員
処
遇
改
善
計
画
書
を
作
成

し、

全
て
の
介
護
職
員
に
周
知
し、

都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法
（

昭
和
二
十―
一
年
法
律
第
六
十
七
号）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一

項

の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市」

と
い
う。
）

及
び
同
法
第
二
百
五

十
二
条
の
二
十
二
第
一

項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市」

と
い
う。
）

の
占
め
る
割
合
が
二
分

四

訪
問
介
護
費
に
お
け
る
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
基
準

イ

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
川

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合

す
る
こ
と。

川

（
略）

②

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
に
お
い
て、

山
の
賃
金
改
善
に
関
す
る
計
画

、

当
該
計
画
に
係
る
実
施
期
間
及
び
実
施
方
法
そ
の
他
の
介
護
職
員
の

処
遇
改
善
の
計
画
等
を
記
載
し
た
介
護
職
員
処
遇
改
善
計
画
書
を
作
成

し、

全
て
の
介
護
職
員
に
周
知
し、

都
道
府
県
知
事
（
地
方
自
治
法
（

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号）

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一

項

の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市」

と
い
う。
）

及
び
同
法
第
二
百
五

十
二
条
の
二
十
二
第
一

項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市」

と
い
う。
）
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の
賃
金
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
の
平
均
が、
介
護
職
員
（
経

験
•
技
能
の
あ
る
介
護
職
員
を
除
く。
）
の
賃
金
改
善
に
要
す
る
費

用
の
見
込
額
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と。

曰
•
四

（
略）

②
S
④

（
略）

⑤

訪
問
介
護
費
に
お
け
る
特
定
事
業
所
加
算
（
又
は
①
の
い
ず
れ
か
を

届
け
出
て
い
る
こ
と。

⑥

（
略）

m

図
の
届
出
に
係
る
計
画
の
期
間
中
に
実
施
す
る
職
員
の
処
遇
改
善
の

内
容
（
賃
金
改
善
に
関
す
る
も
の
を
除
く。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ。
）
及
び
当
該
職
員
の
処
遇
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
を
全
て

の
職
員
に
周
知
し
て
い
る
こ
と。

⑧

（
略）

ロ

（
略）

五

訪
問
入
浴
介
護
費
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
の
基
準

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
（

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も

|
 適

合
す
る
こ
と。

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
四
十

五
条
第一
項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
を
い
う。
以
下

同
じ。
）
の
全
て
の
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
（
同
項
に
規
定
す
る
訪
問

入
浴
介
護
従
業
者
を
い
う。
以
下
同
じ。
）
に
対
し、
訪
問
入
浴
介
護

従
業
者
ご
と
に
研
修
計
画
を
作
成
し、
当
該
計
画
に
従
い、
研
修
（
外

部
に
お
け
る
研
修
を
含
む。
）
を
実
施
又
は
実
施
を
予
定
し
て
い
る
こ

_
 

と
叫

利
用
者
に
関
す
る
情
報
若
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
当
た
っ
て
の
留

意
事
項
の
伝
達
又
は
当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
訪
問

入
浴
介
護
従
業
者
の
技
術
指
導
を
目
的
と
し
た
会
議
を
定
期
的
に
開
催

す
る
こ
と。

岡

当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
全
て
の
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者

に
対
し、
健
康
診
断
等
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と。

次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と。

は

の
賃
金
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
の
平
均
が、
介
護
職
員
（
経

験
•
技
能
の
あ
る
介
護
職
員
を
除
く。
）
の
賃
金
改
善
に
要
す
る
費

用
の
見
込
額
の
平
均
の
二
倍
以
上
で
あ
る
こ
と。

口•
四

（
略）

②
S
④

（
略）

⑤

訪
問
介
護
費
に
お
け
る
特
定
事
業
所
加
算
（
又
は
巾
の
い
ず
れ
か
を

算
定
し
て
い
る
こ
と。

⑥

（
略）

⑦

平
成
二
十
年
十
月
か
ら
②
の
届
出
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
に

実
施
し
た
職
員
の
処
遇
改
善
の
内
容
（
賃
金
改
善
に
関
す
る
も
の
を
除

く。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ。
）
及
び
当
該
職
員
の
処
遇
改
善
に

要
し
た
費
用
を
全
て
の
職
員
に
周
知
し
て
い
る
こ
と。

⑧

（
略）

ロ

（
略）

五

訪
問
入
浴
介
護
費
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
の
基
準

（
新
設）
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HI

当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
介
護
職
員
の
総
数
の
う
ち、

介
護
福
祉
士
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
六
十
以
上
で
あ
る
こ
と。

wl

当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
介
護
職
員
の
総
数
の
う
ち、

勤
続
年
数
十
年
以
上
の
介
護
福
祉
士
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
二
十

五
以
上
で
あ
る
こ
と。

叫

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
①

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も

適
合
す
る
こ
と。

m

ィ
山
か
ら
⑪
ま
で
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
こ
と。

（
略）

|
9

9

 

2
9

9

 

1

|

 

ハ

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
闇

適
合
す
る
こ
と。

田

（
略）

②

次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と。

HI

当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
介
護
職
員
の
総
数
の
う
ち、

介
護
福
祉
士
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
三
十
以
上
又
は
介
護
福
祉
士

、

実
務
者
研
修
修
了
者
及
び
介
護
職
員
基
礎
研
修
課
程
修
了
者
の
占

（
削
る）

（
削
る）

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
も

礼

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
（
イ

も
適
合
す
る
こ
と。

①

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
四
十

五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
を
い
う。

以
下

同
じ。
）

の
全
て
の
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等

基
準
第
四
十
五
条
第
一

項
に
規
定
す
る
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
を
い
う

。

以
下
同
じ。
）

に
対
し、

訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
ご
と
に
研
修
計
画

を
作
成
し、

当
該
計
画
に
従
い
、

研
修
（
外
部
に
お
け
る
研
修
を
含
む

。
）

を
実
施
又
は
実
施
を
予
定
し
て
い
る
こ
と。

叫

利
用
者
に
関
す
る
情
報
若
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
当
た
っ
て
の
留

意
事
項
の
伝
達
又
は
当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
訪
問

入
浴
介
護
従
業
者
の
技
術
指
導
を
日
的
と
し
た
会
議
を
定
期
的
に
開
催

す
る
こ
と。

叫

当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
全
て
の
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者

に
対
し、

健
康
診
断
等
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と。

（
略）

|
 
凶1

叫

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
川
口

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に

も
滴
合
す
る
こ
と。

川

（
略）

②

当
該
指
定
訪
問
人
浴
介
護
事
業
所
の
介
護
職
員
の
総
数
の
う
ち、

介

護
福
祉
士
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
三
十
以
上
又
は
介
護
福
祉
士
、

実

務
者
研
修
修
了
者
及
び
介
護
職
員
基
礎
研
修
課
程
修
了
者
の
占
め
る
割

合
が
百
分
の
五
十
以
上
で
あ
る
こ
と。

（
新
設）

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に
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め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
以
上
で
あ
る
こ
と。

コ

当
該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
総

数
の
う
ち、

勤
続
年
数
七
年
以
上
の
者
の
占
め
る
割
合
が
百
分
の
三

十
以
上
で
あ
る
こ
と。

六

（

略）

六

（

略）

六
の
二

訪
問
入
浴
介
護
費
に
お
け
る
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
の
基

六
の
二

訪
問
入
浴
介
護
費
に
お
け
る
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
の
基

準

準

イ

介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
（

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に

イ

介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
（

次
に
掲
げ
る
基
準
の
い
ず
れ
に

も
適
合
す
る
こ
と。

も
適
合
す
る
こ
と。

田

介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
の
賃
金
改
善
に
つ
い
て、

次
に
掲
げ
る
基

田

介
護
職
員
そ
の
他
の
職
員
の
賃
金
改
善
に
つ
い
て、

次
に
掲
げ
る
基

準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し、

か
つ
、

賃
金
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込

準
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し、

か
つ
、

賃
金
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込

額
が
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
の
算
定
見
込
額
を
上
回
る
賃
金

額
が
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
の
算
定
見
込
額
を
上
回
る
賃
金

改
善
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し、

当
該
計
画
に
基
づ
き
適
切
な
措
置
を

改
善
に
関
す
る
計
画
を
策
定
し、

当
該
計
画
に
基
づ
き
適
切
な
措
置
を

講
じ
て
い
る
こ
と。

講
じ
て
い
る
こ
と。

H

（

略）

日

（

略）

口

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
経
験
•

技
能
の
あ
る
介
護

口

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
お
け
る
経
験
•

技
能
の
あ
る
介
護

職
員
の
賃
金
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
の
平
均
が、

介
護
職
員

職
員
の
賃
金
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
の
平
均
が、

介
護
職
員

（

経
験
•

技
能
の
あ
る
介
護
職
員
を
除
く。
）

の
賃
金
改
善
に
要
す

（

経
験
•

技
能
の
あ
る
介
護
職
員
を
除
く。
）

の
賃
金
改
善
に
要
す

る
費
用
の
見
込
額
の
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と。

る
費
用
の
見
込
額
の
平
均
の
二
倍
以
上
で
あ
る
こ
と。

曰
•

四

（

略）

口
•

四

（

略）

②
S
④

（

略）

②
S
山

（

略）

⑤

訪
問
入
浴
介
護
費
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
川
又
は

⑤

訪
問
入
浴
介
護
費
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
強
化
加
算
（
イ
を

①
の
い
ず
れ
か
を
届
け
出
て
い
る
こ
と。

算
定
し
て
い
る
こ
と。

向

（

略）

固

（

略）

⑦

②
の
届
出
に
係
る
計
画
の
期
間
中
に
実
施
す
る
職
員
の
処
遇
改
善
の

⑦

平
成
二
十
年
十
月
か
ら
②
の
届
出
の
日
の
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
に

内
容
（

賃
金
改
善
に
関
す
る
も
の
を
除
く。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

実
施
し
た
職
員
の
処
遇
改
善
の
内
容
（

賃
金
改
善
に
関
す
る
も
の
を
除

じ
。
）

及
び
当
該
職
員
の
処
遇
改
善
に
要
す
る
費
用
の
見
込
額
を
全
て

く。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

及
び
当
該
職
員
の
処
遇
改
善
に

の
職
員
に
周
知
し
て
い
る
こ
と。

要
し
た
費
用
を
全
て
の
職
員
に
周
知
し
て
い
る
こ
と。

⑧

（

略）

⑧

（

略）

（

略）

ロ

（

略）

七
•

八

（

略）

七
•

八

（

略）

（

新
設）
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介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
等
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表

新

旧

目
次

目
次

第
一
章
～
第
十
三
章
略

第
一
章
～
第
十
三
章
略

第
十
四
章

雑
則
（
第
二
百
七
十
七
条
）

附
則

附
則

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

第
三
条

１
・
２
略

第
三
条

１
・
２
略

３

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た

め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施

す
る
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
法
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要

な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）

第
九
条

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、
あ
ら

第
九
条

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、
あ
ら

か
じ
め
、
利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
第
三
十
条
の
運
営
規
程
の
概
要
、

か
じ
め
、
利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
第
三
十
条
の
運
営
規
程
の
概
要
、

訪
問
介
護
員
等
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す

訪
問
介
護
員
等
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す

る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
当
該
提
供

る
と
認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
当
該
提
供

の
開
始
に
つ
い
て
利
用
申
込
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
開
始
に
つ
い
て
利
用
申
込
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
当
該
同
意
は
、
で
き
る
限
り
書
面
に
よ
り
得
る
も
の
と
す
る
。

２
～
６
略

２
～
６
略

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
三
十
条

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ

第
三
十
条

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ

る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営

る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運
営

規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
六
略

一
～
六
略

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項
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八

略

七

略

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
三
十
二
条

１
～
３
略

第
三
十
二
条

１
～
３
略

４

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か

４

前
項
の
研
修
に
は
、
利
用
者
の
尊
厳
を
守
り
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
が
共
に
健

ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言

や
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
及
び
虐
待
の
防

動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
訪
問
介
護
員
等

止
に
関
す
る
事
項
を
そ
の
内
容
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
三
十
二
条
の
二

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お

い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に

、
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
介
護
員
等
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て

周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要

に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）

第
三
十
三
条

１
・
２
略

第
三
十
三
条

１
・
２
略

３

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し
な
い
よ
う
に
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ

レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い

う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
お
お
む
ね
六
月
に

一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
周
知

徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

訪
問
介
護
員
等
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
研
修
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及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
三
十
四
条

１
略

第
三
十
四
条

略

２

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
当
該
指

定
訪
問
介
護
事
業
所
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を
い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲

覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
）

第
三
十
九
条

１
略

第
三
十
九
条

略

２

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
の
所
在
す
る
建
物
と
同
一
の

建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対
し
て
指
定
訪
問
介
護
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該

建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
以
外
の
者
に
対
し
て
も
指
定
訪
問
介
護
の
提
供
を
行
う
よ

う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
虐
待
の
防
止
）

第
四
十
条
の
二

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
は
、
虐
待
の
発
生
又
は
そ
の
再
発
を
防
止
す

る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活

用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に

、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
訪
問
介
護
員
等
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

訪
問
介
護
員
等
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施
す
る

こ
と
。

四

前
三
号
の
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
五
十
七
条

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に

第
五
十
七
条

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に

、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お

、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
て
「
運
営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
七
略

一
～
七
略

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

九

略

八

略

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）
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第
五
十
七
条
の
二

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
指
定
訪

問
入
浴
介
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と

に
、
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
ご
と
に
、
当
該
指

定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
の
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
よ
っ
て
指
定
訪
問
入
浴
介
護

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
資
質
の
向
上
の
た
め

に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当

該
指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
者
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、

認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景

と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え
た
も
の
に
よ
り
訪
問

入
浴
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確

化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
五
十
九
条

第
九
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十

第
五
十
九
条

第
九
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二
十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十

二
条
の
二
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
及
び
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
の
規
定

二
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
及
び
第
三
十
七
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、

は
、
指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ

指
定
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、

の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、
第
九

第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
」
と
、
第
三
十
三
条

条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
」
と
、
第
三
十
三
条
第
二

第
二
項
中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴

項
中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽
そ

槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
三
条

第
九
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二

第
六
十
三
条

第
九
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
、
第
十
七
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
、
第
二

十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
か
ら

十
二
条
、
第
二
十
七
条
、
第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
六
条
ま
で
、
第
三
十
七
条
、
第

第
四
十
一
条
ま
で
（
第
三
十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
及
び
第
四
十
八

三
十
八
条
（
第
五
項
及
び
第
六
項
を
除
く
。
）
、
第
三
十
九
条
か
ら
第
四
十
一
条
ま
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条
並
び
に
前
節
（
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
十
九
条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、

で
及
び
第
四
十
八
条
並
び
に
前
節
（
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
第
五
十
九
条
を
除
く

基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ

。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
」
と
、

合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
訪
問
介
護
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
訪
問
入
浴
介

第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
」
と
、
第
二
十
条
第

護
従
業
者
」
と
、
第
九
条
第
一
項
中
「
第
三
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
七
条
」

一
項
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条
第
六
項
の
規
定
に

と
、
第
二
十
条
第
一
項
中
「
内
容
、
当
該
指
定
訪
問
介
護
に
つ
い
て
法
第
四
十
一
条

よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の

第
六
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定

の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
二
十
二
条
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に

訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
第
三
十
三
条
第
二
項

該
当
し
な
い
指
定
訪
問
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
第

中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介
護
に
用
い
る
浴
槽

三
十
三
条
第
二
項
中
「
設
備
及
び
備
品
等
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介

そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー

護
に
用
い
る
浴
槽
そ
の
他
の
設
備
及
び
備
品
等
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
法

ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
訪
問
入
浴
介

定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準

護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

該
当
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と

と
す
る
。

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
七
十
七
条

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲

第
七
十
七
条

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲

げ
る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運

げ
る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
運

営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

営
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
六
略

一
～
六
略

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

八

略

七

略

（
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

（
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
取
扱
方
針
）

第
八
十
五
条

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

第
八
十
五
条

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供
は
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法

士
又
は
言
語
聴
覚
士
が
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

士
又
は
言
語
聴
覚
士
が
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
方
針
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一
～
四
略

一
～
四
略

五

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（

五

指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
者
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
（

次
条
第
一
項
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
又
は
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の

次
条
第
一
項
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
又
は
第
百
四
十
一
条
第
一
項
の

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
の
た
め
に
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の
作
成
の
た
め
に
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の

参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

参
加
を
基
本
と
し
つ
つ
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、

介
護
支
援
専
門
員
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
居
宅
サ
ー

介
護
支
援
専
門
員
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
原
案
に
位
置
付
け
た
指
定
居
宅
サ
ー
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福
祉
用
具
」
と
、
「
貸
与
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
」
と
、
第
二
百
五
十
七
条
第
四
号

中
「
利
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
及

び
第
二
百
五
十
九
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
章

雑
則

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
二
百
七
十
七
条

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

当
た
る
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の

規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本

そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載

さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
二
条
第
一
項
（
第
四
十
二
条

の
三
、
第
四
十
七
条
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
三
条
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
九
条

、
第
九
十
八
条
、
第
百
十
三
条
、
第
百
十
五
条
、
第
百
三
十
五
条
、
第
百
四
十
六
条

、
第
百
六
十
八
条
（
第
百
八
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百

八
十
一
条
の
三
、
第
百
八
十
八
条
、
第
二
百
四
条
（
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
三
十
七
条
、
第
二
百
四
十
八
条
、
第
二
百
六
十
三

条
、
第
二
百
六
十
五
条
及
び
第
二
百
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
及
び
第
二
百
二
十
四
条
第
一
項
（
第
二
百
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え

て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知

覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子

計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

２

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、

交
付
、
説
明
、
同
意
、
承
諾
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付

等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾

を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 こ の 条

例 に よ る 改 正 後 の 介 護 保 険 法 に 基 づ く 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 の 基 準 等 を

定 め る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 三 条 第 三 項 及 び 第 四 十 条 の 二 （ 新 条 例 第 四 十 二 条 の 三 、

第 四 十 七 条 、 第 五 十 九 条 、 第 六 十 三 条 、 第 七 十 九 条 、 第 八 十 九 条 、 第 九 十 八 条 、 第 百 十 三 条 、 第 百

十 五 条 、 第 百 三 十 五 条 、 第 百 四 十 六 条 、 第 百 六 十 八 条 （ 新 条 例 第 百 八 十 一 条 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 、 第 百 八 十 一 条 の 三 、 第 百 八 十 八 条 、 第 二 百 四 条 （ 新 条 例 第 二 百 十 六 条 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 二 百 三 十 七 条 、 第 二 百 四 十 八 条 、 第 二 百 六 十 三 条 、 第 二 百 六 十 五 条 及 び 第 二

百 七 十 六 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 （ 研 修 の 実 施 に 係 る も の を 除 く 。 ） の 適 用 に つ

い て は 、 新 条 例 第 三 条 第 三 項 及 び 第 四 十 条 の 二 中 「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の は 、 「 講 ず る よ う 努 め

な け れ ば 」 と し 、 新 条 例 第 三 十 条 （ 新 条 例 第 四 十 二 条 の 三 及 び 第 四 十 七 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） 、 第 五 十 七 条 （ 新 条 例 第 六 十 三 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七 十 七 条 、 第 八 十

七 条 、 第 九 十 六 条 、 第 百 七 条 （ 新 条 例 第 百 十 五 条 及 び 第 百 三 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。

） 、 第 百 四 十 三 条 、 第 百 六 十 四 条 （ 新 条 例 第 百 八 十 一 条 の 三 及 び 第 百 八 十 八 条 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） 、 第 百 七 十 八 条 、 第 二 百 一 条 、 第 二 百 十 三 条 、 第 二 百 三 十 二 条 、 第 二 百 四 十 五 条 及 び

第 二 百 五 十 七 条 （ 新 条 例 第 二 百 六 十 五 条 及 び 第 二 百 七 十 六 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規

定 の 適 用 に つ い て は 、 新 条 例 第 三 十 条 、 第 五 十 七 条 、 第 七 十 七 条 、 第 八 十 七 条 、 第 九 十 六 条 、 第 百

七 条 、 第 百 四 十 三 条 、 第 百 六 十 四 条 、 第 百 七 十 八 条 、 第 二 百 一 条 、 第 二 百 十 三 条 、 第 二 百 三 十 二 条

、 第 二 百 四 十 五 条 及 び 第 二 百 五 十 七 条 中 「 次 に 」 と あ る の は 「 虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事

項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お く よ う 努 め る と と も に 、 次 に 」 と 、 「 重 要 事 項 」 と あ る の は 「 重 要 事 項

（ 虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項 を 除 く 。 ） 」 と す る 。

３ 施 行 日 か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 新 条 例 第 三 十 二 条 の 二 （ 新 条 例 第 四 十 二 条 の 三 、

第 四 十 七 条 、 第 五 十 九 条 、 第 六 十 三 条 、 第 七 十 九 条 、 第 八 十 九 条 、 第 九 十 八 条 、 第 百 十 三 条 、 第 百

十 五 条 、 第 百 三 十 五 条 、 第 百 四 十 六 条 、 第 百 六 十 八 条 （ 新 条 例 第 百 八 十 一 条 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 、 第 百 八 十 一 条 の 三 、 第 百 八 十 八 条 、 第 二 百 四 条 （ 新 条 例 第 二 百 十 六 条 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 二 百 三 十 七 条 、 第 二 百 四 十 八 条 、 第 二 百 六 十 三 条 、 第 二 百 六 十 五 条 及 び 第 二

百 七 十 六 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 新 条 例 第 三 十 二 条 の 二 第 一

項 中 「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の は 「 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 実 施 し な け れ ば

」 と あ る の は 「 実 施 す る よ う 努 め な け れ ば 」 と 、 同 条 第 三 項 中 「 行 う 」 と あ る の は 「 行 う よ う 努 め

る 」 と す る 。

４ 施 行 日 か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 新 条 例 第 三 十 三 条 第 三 項 （ 新 条 例 第 四 十 二 条 の 三

、 第 四 十 七 条 、 第 五 十 九 条 、 第 六 十 三 条 、 第 七 十 九 条 、 第 八 十 九 条 、 第 九 十 八 条 及 び 第 二 百 七 十 六
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条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 百 十 一 条 第 二 項 （ 新 条 例 第 百 十 五 条 、 第 百 三 十 五 条 、 第 百

六 十 八 条 （ 第 百 八 十 一 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 百 八 十 一 条 の 三 、 第 百 八 十 八 条 、 第

二 百 三 十 七 条 及 び 第 二 百 四 十 八 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 百 四 十 四 条 第 二 項 （ 第 二 百

四 条 （ 新 条 例 第 二 百 十 六 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び

第 二 百 六 十 条 第 六 項 （ 新 条 例 第 二 百 六 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い

て は 、 新 条 例 第 三 十 三 条 第 三 項 、 第 百 十 一 条 第 二 項 、 第 百 四 十 四 条 第 二 項 及 び 第 二 百 六 十 条 第 六 項

中 「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の は 、 「 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 」 と す る 。

５ 施 行 日 か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 新 条 例 第 五 十 七 条 の 二 第 三 項 （ 新 条 例 第 六 十 三 条

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 百 八 条 第 三 項 （ 新 条 例 第 百 十 五 条 、 第 百 三 十 五 条 、 第 百 四 十

六 条 、 第 百 六 十 八 条 、 第 百 八 十 一 条 の 三 、 第 百 八 十 八 条 及 び 第 二 百 四 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 、 第 百 七 十 九 条 第 四 項 、 第 二 百 十 四 条 第 四 項 及 び 第 二 百 三 十 三 条 第 四 項 （ 新 条 例 第 二 百 四 十

八 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 新 条 例 第 五 十 七 条 の 二 第 三 項 、 第

百 八 条 第 三 項 、 第 百 七 十 九 条 第 四 項 、 第 二 百 十 四 条 第 四 項 及 び 第 二 百 三 十 三 条 第 四 項 中 「 講 じ な け

れ ば 」 と あ る の は 、 「 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 」 と す る 。
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介
護
保
険
法
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
の

基
準
等
を
定
め
る
条
例
新
旧
対
照
表

新

旧

目
次

目
次

第
一
章
～
第
十
三
章
略

第
一
章
～
第
十
三
章
略

第
十
四
章

雑
則
（
第
二
百
六
十
七
条
）

附
則

附
則

（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

（
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
一
般
原
則
）

第
三
条

１
・
２
略

第
三
条

１
・
２
略

３

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
、
虐
待
の
防
止
等
の
た

め
、
必
要
な
体
制
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
従
業
者
に
対
し
、
研
修
を
実
施
す
る

等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
当
た

っ
て
は
、
法
第
百
十
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
保
険
等
関
連
情
報
そ
の
他
必
要

な
情
報
を
活
用
し
、
適
切
か
つ
有
効
に
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）

（
内
容
及
び
手
続
の
説
明
及
び
同
意
）

第
五
十
一
条
の
二

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問

第
五
十
一
条
の
二

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問

入
浴
介
護
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
に

入
浴
介
護
の
提
供
の
開
始
に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
利
用
申
込
者
又
は
そ
の
家
族
に

対
し
、
第
五
十
五
条
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
の
概
要
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介

対
し
、
第
五
十
五
条
の
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
の
概
要
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介

護
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と

護
従
業
者
の
勤
務
の
体
制
そ
の
他
の
利
用
申
込
者
の
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
と

認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
当
該
提
供
の
開

認
め
ら
れ
る
重
要
事
項
を
記
し
た
文
書
を
交
付
し
て
説
明
を
行
い
、
当
該
提
供
の
開

始
に
つ
い
て
利
用
申
込
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

始
に
つ
い
て
利
用
申
込
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

、
当
該
同
意
は
、
で
き
る
限
り
書
面
に
よ
り
得
る
も
の
と
す
る
。

２
～
６
略

２
～
６
略

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
五
十
五
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

第
五
十
五
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て

事
業
所
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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一
～
七
略

一
～
七
略

八

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

九

略

八

略

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
五
十
五
条
の
二

１
・
２
略

第
五
十
五
条
の
二

１
・
２
略

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
資
質

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
資
質

の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お

の
向
上
の
た
め
に
、
そ
の
研
修
の
機
会
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
全
て
の
介
護
予
防
訪
問
入

浴
介
護
従
業
者
（
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
、
法
第

八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
の
資
格
を
有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
に
類

す
る
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
認
知
症
介
護
に
係
る
基
礎
的
な
研
修
を
受
講
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
適
切
な
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介

４

前
項
の
研
修
に
は
、
利
用
者
の
尊
厳
を
守
り
、
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
が
共
に
健
や
か

護
の
提
供
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優

な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
用
者
の
人
権
の
擁
護
及
び
虐
待
の
防
止
に
関
す

越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超
え

る
事
項
を
そ
の
内
容
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
も
の
に
よ
り
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
）

第
五
十
五
条
の
二
の
二

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
感
染
症
や
非

常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

の
提
供
を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開

を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
業
務
継
続
計
画
」
と
い
う
。
）

を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に

対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及
び
訓
練
を

定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の
変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
衛
生
管
理
等
）

（
衛
生
管
理
等
）
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第
五
十
五
条
の
三

１
・
２
略

第
五
十
五
条
の
三

１
・
２
略

３

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
感
染
症
が
発
生
し
、
又
は
ま
ん
延
し

な
い
よ
う
に
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ

レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
（
以
下
「
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
」
と
い

う
。
）
を
活
用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
お
お
む
ね
六
月
に

一
回
以
上
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介

護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

二

感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
対
し
、
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防

止
の
た
め
の
研
修
及
び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

（
掲
示
）

（
掲
示
）

第
五
十
五
条
の
四

１
略

第
五
十
五
条
の
四

略

２

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た

書
面
を
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
所
に
備
え
付
け
、
か
つ
、
こ
れ
を

い
つ
で
も
関
係
者
に
自
由
に
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
地
域
と
の
連
携
等
）

（
地
域
と
の
連
携
）

第
五
十
五
条
の
九

１
略

第
五
十
五
条
の
九

略

２

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業

所
の
所
在
す
る
建
物
と
同
一
の
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
に
対
し
て
指
定
介
護
予
防

訪
問
入
浴
介
護
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、
当
該
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
以
外
の
者

に
対
し
て
も
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
提
供
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
虐
待
の
防
止
）

第
五
十
五
条
の
十
の
二

指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
事
業
者
は
、
虐
待
の
発
生
又

は
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検
討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
等
を
活

用
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。
）
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に

、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
周
知
徹
底
を
図
る
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こ
と
。

二

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整
備
す
る
こ
と
。

三

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
従
業
者
に
対
し
、
虐
待
の
防
止
の
た
め
の
研
修
を
定

期
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

四

前
三
号
の
措
置
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
担
当
者
を
置
く
こ
と
。

（
準
用
）

（
準
用
）

第
六
十
三
条

第
一
節
、
第
四
節
（
第
五
十
一
条
の
九
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五

第
六
十
三
条

第
一
節
、
第
四
節
（
第
五
十
一
条
の
九
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五

十
五
条
の
八
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
五
十
七
条
を
除
く
。
）
及
び
前
節
の
規

十
五
条
の
八
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
五
十
七
条
を
除
く
。
）
及
び
前
節
の
規

定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

定
は
、
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
の
四
第
一
項
中
「
第
五

合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
十
五
条
の
四
中
「
第
五
十
五
条

十
五
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
五
条
」
と
、
第

」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
五
条
」
と
、
第
五
十
一

五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
中
「
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
つ
い

条
の
十
三
第
一
項
中
「
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
に
つ
い
て
法
第

て
法
第
五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護

五
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
利
用
者
に
代
わ
っ
て
支
払
を
受
け
る
介
護
予
防
サ

予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
法

ー
ビ
ス
費
の
額
」
と
あ
る
の
は
「
内
容
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
法
定
代
理

定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の

受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基

は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ

準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は

る
の
は
「
前
項
」
と
、
第
五
十
二
条
の
二
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し

「
前
項
」
と
、
第
五
十
二
条
の
二
中
「
法
定
代
理
受
領
サ
ー
ビ
ス
に
該
当
し
な
い
指

な
い
指
定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入

定
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
該
当
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護

浴
介
護
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
運
営
規
程
）

（
運
営
規
程
）

第
七
十
三
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
ご

第
七
十
三
条

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
所
ご

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け

と
に
、
次
に
掲
げ
る
事
業
の
運
営
に
係
る
重
要
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
六
略

一
～
六
略

七

虐
待
の
防
止
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
事
項

八

略

七

略

（
勤
務
体
制
の
確
保
等
）

第
七
十
三
条
の
二

指
定
介
護
予
防
訪
問
看
護
事
業
者
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
指

定
介
護
予
防
訪
問
看
護
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
看

護
事
業
所
ご
と
に
、
看
護
師
等
の
勤
務
の
体
制
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
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福
祉
用
具
」
と
、
「
貸
与
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
」
と
、
第
二
百
五
十
七
条
第
四
号

中
「
利
用
料
」
と
あ
る
の
は
「
販
売
費
用
の
額
」
と
、
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
及

び
第
二
百
五
十
九
条
中
「
福
祉
用
具
」
と
あ
る
の
は
「
特
定
福
祉
用
具
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
四
章

雑
則

（
電
磁
的
記
録
等
）

第
二
百
七
十
七
条

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

当
た
る
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の

規
定
に
お
い
て
書
面
（
書
面
、
書
類
、
文
書
、
謄
本
、
抄
本
、
正
本
、
副
本
、
複
本

そ
の
他
文
字
、
図
形
等
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
が
記
載

さ
れ
た
紙
そ
の
他
の
有
体
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
行
う
こ

と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
二
条
第
一
項
（
第
四
十
二
条

の
三
、
第
四
十
七
条
、
第
五
十
九
条
、
第
六
十
三
条
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
九
条

、
第
九
十
八
条
、
第
百
十
三
条
、
第
百
十
五
条
、
第
百
三
十
五
条
、
第
百
四
十
六
条

、
第
百
六
十
八
条
（
第
百
八
十
一
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百

八
十
一
条
の
三
、
第
百
八
十
八
条
、
第
二
百
四
条
（
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
百
三
十
七
条
、
第
二
百
四
十
八
条
、
第
二
百
六
十
三

条
、
第
二
百
六
十
五
条
及
び
第
二
百
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
及
び
第
二
百
二
十
四
条
第
一
項
（
第
二
百
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え

て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知

覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子

計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

２

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
る
者
は
、

交
付
、
説
明
、
同
意
、
承
諾
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付

等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定

さ
れ
て
い
る
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾

を
得
て
、
書
面
に
代
え
て
、
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ

て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 令 和 三 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 こ の 条

例 に よ る 改 正 後 の 介 護 保 険 法 に 基 づ く 指 定 居 宅 サ ー ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 の 基 準 等 を

定 め る 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 三 条 第 三 項 及 び 第 四 十 条 の 二 （ 新 条 例 第 四 十 二 条 の 三 、

第 四 十 七 条 、 第 五 十 九 条 、 第 六 十 三 条 、 第 七 十 九 条 、 第 八 十 九 条 、 第 九 十 八 条 、 第 百 十 三 条 、 第 百

十 五 条 、 第 百 三 十 五 条 、 第 百 四 十 六 条 、 第 百 六 十 八 条 （ 新 条 例 第 百 八 十 一 条 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 、 第 百 八 十 一 条 の 三 、 第 百 八 十 八 条 、 第 二 百 四 条 （ 新 条 例 第 二 百 十 六 条 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 二 百 三 十 七 条 、 第 二 百 四 十 八 条 、 第 二 百 六 十 三 条 、 第 二 百 六 十 五 条 及 び 第 二

百 七 十 六 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 （ 研 修 の 実 施 に 係 る も の を 除 く 。 ） の 適 用 に つ

い て は 、 新 条 例 第 三 条 第 三 項 及 び 第 四 十 条 の 二 中 「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の は 、 「 講 ず る よ う 努 め

な け れ ば 」 と し 、 新 条 例 第 三 十 条 （ 新 条 例 第 四 十 二 条 の 三 及 び 第 四 十 七 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を

含 む 。 ） 、 第 五 十 七 条 （ 新 条 例 第 六 十 三 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 七 十 七 条 、 第 八 十

七 条 、 第 九 十 六 条 、 第 百 七 条 （ 新 条 例 第 百 十 五 条 及 び 第 百 三 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。

） 、 第 百 四 十 三 条 、 第 百 六 十 四 条 （ 新 条 例 第 百 八 十 一 条 の 三 及 び 第 百 八 十 八 条 に お い て 準 用 す る 場

合 を 含 む 。 ） 、 第 百 七 十 八 条 、 第 二 百 一 条 、 第 二 百 十 三 条 、 第 二 百 三 十 二 条 、 第 二 百 四 十 五 条 及 び

第 二 百 五 十 七 条 （ 新 条 例 第 二 百 六 十 五 条 及 び 第 二 百 七 十 六 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規

定 の 適 用 に つ い て は 、 新 条 例 第 三 十 条 、 第 五 十 七 条 、 第 七 十 七 条 、 第 八 十 七 条 、 第 九 十 六 条 、 第 百

七 条 、 第 百 四 十 三 条 、 第 百 六 十 四 条 、 第 百 七 十 八 条 、 第 二 百 一 条 、 第 二 百 十 三 条 、 第 二 百 三 十 二 条

、 第 二 百 四 十 五 条 及 び 第 二 百 五 十 七 条 中 「 次 に 」 と あ る の は 「 虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事

項 に 関 す る 規 程 を 定 め て お く よ う 努 め る と と も に 、 次 に 」 と 、 「 重 要 事 項 」 と あ る の は 「 重 要 事 項

（ 虐 待 の 防 止 の た め の 措 置 に 関 す る 事 項 を 除 く 。 ） 」 と す る 。

３ 施 行 日 か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 新 条 例 第 三 十 二 条 の 二 （ 新 条 例 第 四 十 二 条 の 三 、

第 四 十 七 条 、 第 五 十 九 条 、 第 六 十 三 条 、 第 七 十 九 条 、 第 八 十 九 条 、 第 九 十 八 条 、 第 百 十 三 条 、 第 百

十 五 条 、 第 百 三 十 五 条 、 第 百 四 十 六 条 、 第 百 六 十 八 条 （ 新 条 例 第 百 八 十 一 条 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。 ） 、 第 百 八 十 一 条 の 三 、 第 百 八 十 八 条 、 第 二 百 四 条 （ 新 条 例 第 二 百 十 六 条 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 二 百 三 十 七 条 、 第 二 百 四 十 八 条 、 第 二 百 六 十 三 条 、 第 二 百 六 十 五 条 及 び 第 二

百 七 十 六 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 新 条 例 第 三 十 二 条 の 二 第 一

項 中 「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の は 「 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 」 と 、 同 条 第 二 項 中 「 実 施 し な け れ ば

」 と あ る の は 「 実 施 す る よ う 努 め な け れ ば 」 と 、 同 条 第 三 項 中 「 行 う 」 と あ る の は 「 行 う よ う 努 め

る 」 と す る 。

４ 施 行 日 か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 新 条 例 第 三 十 三 条 第 三 項 （ 新 条 例 第 四 十 二 条 の 三

、 第 四 十 七 条 、 第 五 十 九 条 、 第 六 十 三 条 、 第 七 十 九 条 、 第 八 十 九 条 、 第 九 十 八 条 及 び 第 二 百 七 十 六
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条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 百 十 一 条 第 二 項 （ 新 条 例 第 百 十 五 条 、 第 百 三 十 五 条 、 第 百

六 十 八 条 （ 第 百 八 十 一 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 百 八 十 一 条 の 三 、 第 百 八 十 八 条 、 第

二 百 三 十 七 条 及 び 第 二 百 四 十 八 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 百 四 十 四 条 第 二 項 （ 第 二 百

四 条 （ 新 条 例 第 二 百 十 六 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 及 び

第 二 百 六 十 条 第 六 項 （ 新 条 例 第 二 百 六 十 五 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い

て は 、 新 条 例 第 三 十 三 条 第 三 項 、 第 百 十 一 条 第 二 項 、 第 百 四 十 四 条 第 二 項 及 び 第 二 百 六 十 条 第 六 項

中 「 講 じ な け れ ば 」 と あ る の は 、 「 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 」 と す る 。

５ 施 行 日 か ら 令 和 六 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 は 、 新 条 例 第 五 十 七 条 の 二 第 三 項 （ 新 条 例 第 六 十 三 条

に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 百 八 条 第 三 項 （ 新 条 例 第 百 十 五 条 、 第 百 三 十 五 条 、 第 百 四 十

六 条 、 第 百 六 十 八 条 、 第 百 八 十 一 条 の 三 、 第 百 八 十 八 条 及 び 第 二 百 四 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含

む 。 ） 、 第 百 七 十 九 条 第 四 項 、 第 二 百 十 四 条 第 四 項 及 び 第 二 百 三 十 三 条 第 四 項 （ 新 条 例 第 二 百 四 十

八 条 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 新 条 例 第 五 十 七 条 の 二 第 三 項 、 第

百 八 条 第 三 項 、 第 百 七 十 九 条 第 四 項 、 第 二 百 十 四 条 第 四 項 及 び 第 二 百 三 十 三 条 第 四 項 中 「 講 じ な け

れ ば 」 と あ る の は 、 「 講 ず る よ う 努 め な け れ ば 」 と す る 。
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